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＜連絡事項＞

· ２月のリハプロ記録用紙が３月のところに挟まっています。確認し、間違えずに挟んでください。

＜グループワーク・看護計画の評価＞

· プランを立てるときに患者様と相談すると納得してくれない事がある。納得して立てたプランは達成するのが早いがそうでない場合は達成が遅い。

· 良くなってプランを変更すると、以前のプラン内容がまたできなくなってくる。プラン変更後も以前のプラン内容を継続して声掛けしていかないといけない患者様がいる。

· ＳＳＴの短期目標をプランに挙げてはどうか？

· プランをスタッフ全員で理解し統一した対応で接していく事が良い。そのためカンファレンスで話し合ってプランを立てていくことは良いと思う。

　　

＜受け持ち患者様ＮＣＰ評価・検討＞

高橋　百壽様

　毎日、その日を振り返っていただく為に日記をつけていただくことにしていました。今のところ目に見えた変化はみられませんが、このまま継続していく事とします。

　日記をスタッフに見せることにしていましたが、内容は「朝から具合が悪かった」といった内容ばかりです。スタッフが見るため、書きたい事も書かずにいるのではないか、見せないとなると書く事をやめてしまうのではないか、うつ病の方が日記をつける事によって病状が良くなったケースがあるとの意見が出ています。

　上記内容を話し合い、日記は毎食後ホールで書いていただき、内容は見ずに書いた事をスタッフへ伝える事とします。

＜川端Ｄｒケースカンファレンス＞

小坂　君子様

　幻聴はあるが、左右された様子はみられないこと、シンラック液を希望して

いることを情報提供しています。

Ｄｒ）本人が退院先のことで、家族に気を使うと悩んでいることは聞いています。家族も退院先について悩んでいる様子がみられています。明日の家族教室にいらした時に本人、家族の意向を聞いていこうと思います。

浅野　秀子様

　食欲がないとの訴えが増えていること、以前は味がしないと話していたが今

はきかれなくなっている事を情報提供しています。

　Ｄｒ）前回の問診でおしっこが気になり退院出来ないと話されており、本人の退院に対する意欲が見られませんでした。食欲がないとの訴えがあった為、漢方薬の話をすると「薬が増えるのは嫌だ」と話されていました。食に対して味がしないとの訴えがあったのであれば次回、検査に亜鉛も追加して下さい。

佐々木　淳様

　左頬の脹れが良くなってきていること、手の震えが良くなってきていること、眠気があることを情報提供しています。

　Ｄｒ）２ヶ月見てきましたが、周期的に病状の変化がある方なので、長い期間をかけて薬の調整をしていきたいと思います。

村上　元道様

　近辺外出、自己服薬管理を本人希望されているが、以前一人で神奈川へ行った事があった為患者様と一緒の場合のみ外出の許可が出ていること、大量服薬をした事伝えています。幻聴がある方で、分裂病で他病院へ入院歴のある兄と上手くいっていないこと、神奈川へ住んでいる姉と仲が良いが、その姉と一緒に宗教にはまっていることを情報提供しています。

　Ｄｒ）しばらく様子をみてから薬を調整していきたいと思います。調整していくまでは薬の自己管理　、単独外出の許可はださないつもりです。

江刺家　恵子様

　慣れない事があると以前は顔が強ばっていたが今は見られなくなったこと、

拒否が強くみられる方であること、何でも早くやりたがること、退院先は本

人自宅を希望しているが、家族は拒否されている事を情報提供しています。
















